
JP 2018-531479 A 2018.10.25

10

(57)【要約】
　本発明は、オンセル・インジケータを含むバッテリに
関する。オンセル・インジケータを含むこのバッテリは
、少なくとも１つの電気化学セルと、少なくとも１つの
オンセル・インジケータと、プリント回路ボードと、少
なくとも１つの集積回路とを含む。少なくとも１つの電
気化学セルは、第１の端子と第２の端子とを含む。少な
くとも１つのオンセル・インジケータは、少なくとも１
つのオンセル・インジケータ端子を含む。プリント回路
ボードは、少なくとも１つのオンセル・インジケータ接
点と少なくとも１つの電気化学セル接点とを含む。少な
くとも１つの電気化学セル接点は、少なくとも１つの電
気化学セルの第１の端子と電気的に接続されている。少
なくとも１つの導電性トレースが、オンセル・インジケ
ータ相互接続とプリント回路ボード相互接続とを含む。
オンセル・インジケータ相互接続は、少なくとも１つの
オンセル・インジケータ端子と電気的に接続されている
。プリント回路ボード相互接続は、少なくとも１つのオ
ンセル・インジケータ端子と電気的に接続されている。
少なくとも１つの集積回路が、プリント回路ボードと電
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オンセル・インジケータを含むバッテリであって、
　第１の端子と第２の端子とを含む少なくとも１つの電気化学セルと、
　少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子を備えた少なくとも１つのオンセル・イ
ンジケータと、
　少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子接点と少なくとも１つの電気化学セル接
点とを備えたプリント回路ボードであって、前記少なくとも１つの電気化学セル接点は、
前記少なくとも１つの電気化学セルの前記第１の端子と電気的に接続されている、プリン
ト回路ボードと、
　オンセル・インジケータ相互接続とプリント回路ボード相互接続とを備えた少なくとも
１つの導電性トレースであって、前記オンセル・インジケータ相互接続は、前記少なくと
も１つのオンセル・インジケータ端子と電気的に接続され、前記プリント回路ボード相互
接続は、前記少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子接点と電気的に接続されてい
る、少なくとも１つの導電性トレースと、
　前記プリント回路ボードと電気的に接続されている少なくとも１つの集積回路と、
を備える、オンセル・インジケータを含むバッテリ。
【請求項２】
　前記プリント回路ボードのアセンブリは、前記プリント回路ボードおよび前記電気化学
セルと電気的に接続されている少なくとも１つのスペーサを備える、請求項１に記載のオ
ンセル・インジケータを含むバッテリ。
【請求項３】
　第１の電気化学セル接点と第２の電気化学セル接点とを備えており、前記第１の電気化
学セル接点と前記第２の電気化学セル接点とは、前記プリント回路ボードの底面の上にあ
り、前記第１の電気化学セル接点は前記電気化学セルの前記第１の端子と電気的に接続さ
れており、前記第２の電気化学セル接点は前記電気化学セルの前記第２の端子と電気的に
接続されている、請求項１に記載のオンセル・インジケータを含むバッテリ。
【請求項４】
　第１の電気化学セル接点と第２の電気化学セル接点とを備えており、前記第１の電気化
学セル接点は前記プリント回路ボードの底面上にあり、前記第２の電気化学セル接点は前
記プリント回路ボードの上面の上にあり、前記第１の電気化学セル接点は前記電気化学セ
ルの前記第１の端子と電気的に接続されており、前記第２の電気化学セル接点は前記電気
化学セルの前記第２の端子と電気的に接続されている、請求項１に記載のオンセル・イン
ジケータを含むバッテリ。
【請求項５】
　第１の電気化学セル接点と第２の電気化学セル接点とを備えており、前記第１の電気化
学セル接点は前記プリント回路ボードの底面および上面の上にあり、前記第２の電気化学
セル接点は前記プリント回路ボードの底面および上面の上にあり、前記第１の電気化学セ
ル接点は前記電気化学セルの前記第１の端子と電気的に接続されており、前記第２の電気
化学セル接点は前記電気化学セルの前記第２の端子と電気的に接続されている、請求項１
に記載のオンセル・インジケータを含むバッテリ。
【請求項６】
　第１の電気化学セル接点と第２の電気化学セル接点とを備えており、前記第１の電気化
学セル接点は前記プリント回路ボードの底面および上面の上にあり、前記第２の電気化学
セル接点は前記プリント回路ボードの底面の上にあり、前記第１の電気化学セル接点は前
記電気化学セルの前記第１の端子と電気的に接続されており、前記第２の電気化学セル接
点は前記電気化学セルの前記第２の端子と電気的に接続されている、請求項１に記載のオ
ンセル・インジケータを含むバッテリ。
【請求項７】
　第１の電気化学セル接点と第２の電気化学セル接点とを備えており、前記第１の電気化
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学セル接点は前記プリント回路ボードの底面および上面の上にあり、前記第２の電気化学
セル接点は前記プリント回路ボードの上面の上にあり、前記第１の電気化学セル接点は前
記電気化学セルの前記第１の端子と電気的に接続されており、前記第２の電気化学セル接
点は前記電気化学セルの前記第２の端子と電気的に接続されている、請求項１に記載のオ
ンセル・インジケータを含むバッテリ。
【請求項８】
　前記集積回路が前記プリント回路ボードの底面の上に位置決めされている、請求項１に
記載のオンセル・インジケータを含むバッテリ。
【請求項９】
　前記集積回路が前記プリント回路ボードの内部に位置決めされている、請求項１に記載
のオンセル・インジケータを含むバッテリ。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子接点が、前記プリント回路ボードの
底面の上に、または、前記プリント回路の上面の上に位置決めされている、請求項１に記
載のオンセル・インジケータを含むバッテリ。
【請求項１１】
　少なくとも１つのタブ相互接続が、前記プリント回路ボードの前記少なくとも１つの電
気化学セル接点と電気的に接続されている、請求項１に記載のオンセル・インジケータを
含むバッテリ。
【請求項１２】
　前記オンセル・インジケータがアンテナを備えている、請求項１に記載のオンセル・イ
ンジケータを含むバッテリ。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの導電性トレースが、前記電気化学セルの少なくとも１つの前記第
１の端子の上方に位置決めされており、絶縁体が、前記少なくとも１つの導電性トレース
と前記電気化学セルの前記第１の端子との間にある、請求項１に記載のオンセル・インジ
ケータを含むバッテリ。
【請求項１４】
　前記オンセル・インジケータがアンテナを備えており、前記少なくとも１つの導電性ト
レースが前記アンテナの上方に位置決めされ、前記絶縁体が前記少なくとも１つの導電性
トレースと前記アンテナとの間にある、請求項１１に記載のオンセル・インジケータを含
むバッテリ。
【請求項１５】
　前記絶縁体が誘電体を備える、請求項１１に記載のオンセル・インジケータを含むバッ
テリ。
【請求項１６】
　通信回路を更に備えており、前記通信回路は、無線周波数識別回路と、近距離無線通信
回路と、ブルートゥース回路と、ブルートゥース低エネルギ回路と、ＷｉＦｉ回路と、Ｚ
ｉｇｂｅｅ回路と、ＬｏＲａＷａｎ回路と、Ｚ－波回路と、それらのいずれかの組合せと
を備える、請求項１に記載のオンセル・インジケータを含むバッテリ。
【請求項１７】
　磁気ダイバータをさらに備える、請求項１に記載のオンセル・インジケータを含むバッ
テリ。
【請求項１８】
　前記集積回路がメモリを備える、請求項１に記載のオンセル・インジケータを含むバッ
テリ。
【請求項１９】
　遠隔バッテリ指示システムであって、
　少なくとも１つのリーダと、
　オンセル・インジケータを含む少なくとも１つのバッテリであって、
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　　第１の端子と第２の端子とを含む少なくとも１つの電気化学セルと、
　　少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子を備えた少なくとも１つのオンセル・
インジケータと、
　　少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子接点と少なくとも１つの電気化学セル
接点とを備えたプリント回路ボードであって、前記少なくとも１つの電気化学セル接点は
、前記少なくとも１つの電気化学セルの前記第１の端子と電気的に接続されている、プリ
ント回路ボードと、
　　オンセル・インジケータ相互接続とプリント回路ボード相互接続とを備えた少なくと
も１つの導電性トレースであって、前記オンセル・インジケータ相互接続は、前記少なく
とも１つのオンセル・インジケータ端子と電気的に接続され、前記プリント回路ボード相
互接続は、前記少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子接点と電気的に接続されて
いる、少なくとも１つの導電性トレースと、
　　前記プリント回路ボードと電気的に接続されている少なくとも１つの集積回路と、
　　通信回路と、
を備える、オンセル・インジケータを含む少なくとも１つのバッテリと、
を備える、遠隔バッテリ指示システム。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つのバッテリが、磁気ダイバータと絶縁体とを備えたオンセル・イン
ジケータを含んでおり、前記少なくとも１つのオンセル・インジケータはアンテナを備え
、前記少なくとも１つの導電性トレースは前記アンテナの上方に位置決めされ、前記絶縁
体は前記少なくとも１つの導電性トレースと前記アンテナとの間にある、請求項１９に記
載の遠隔バッテリ指示システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オンセル・インジケータを含むバッテリに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ワイヤレス通信が、無線周波数識別（ＲＦＩＤ）とそれ以外の近距離無線通信（ＮＦＣ
）とのプロトコルを含めて、セキュリティ、在庫管理、アクセス制御などの応用例に関し
て人気を得ている。ＲＦＩＤまたはＮＦＣプロトコルを含むスマートフォンおよびモバイ
ル・デバイスの数が、ＲＦＩＤ回路およびＮＦＣ回路など能動的または受動的トランスポ
ンダの様々な応用例と共に、増加している。そのような通信回路は、スマートフォンなど
のリーダによって読み取られることが可能なワイヤレス通信信号を変調しいくつかの場合
には発信するアンテナと結合される場合があってもよい。
【０００３】
　電気化学セルまたはバッテリが、通常は、電気エネルギ源として用いられる。バッテリ
は、負の電極と正の電極とを含む。負の電極は、酸化されることが可能な活物質を含む。
正の電極は、還元されることが可能な活物質を含む。負の活物質は、正の活物質を還元す
ることができる。セパレータが、負の電極と正の電極との間に配置される。また、電解質
も、バッテリの内部に含まれている。上述されたコンポーネントは、一般に、開放端を備
えた金属缶などであって端部キャップの上に圧着されバッテリを閉鎖するように密封され
るハウジングの中に配置される。バッテリは、一次的なもの、すなわち、一度だけ使い尽
くされるまで放電され、その後に廃棄されることが意図されたものであってもよい。ある
いはその代わりに、バッテリが、二次的なもの、すなわち、複数回の放電および充電がな
されることが意図されるものであってもよい。
【０００４】
　バッテリ・テスタは、残存バッテリ容量などの、バッテリの特性を判断するために、用
いられることができる。一般的なバッテリ・テスタのある例示的なタイプは、熱変色性テ
スタ（ｔｈｅｒｍｏｃｈｒｏｍｉｃ　ｔｅｓｔｅｒ）として知られている。熱変色性のテ
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スタでは、消費者が１つまたは２つのボタン・スイッチを手動で押下すると、回路が完成
されるようにすることができる。いったんスイッチが押下されると、消費者は、バッテリ
を熱変色性のテスタに接続したことになる。熱変色性のテスタは、たとえば、電気抵抗も
またその長さと共に変動するように可変幅を有する平坦な銀の層など、銀製の抵抗を含む
ことができる。銀製の抵抗に電流が流れると、消費された電力が、その銀製の抵抗の上に
配置される熱変色性インクのディスプレイの色を変化させる熱を生じる。熱変色性インク
のディスプレイは、バッテリの相対的容量を示すゲージとして、アレンジされることがで
きる。しかし、消費者は、熱変色性のテスタのようなバッテリ・テスタを用いてバッテリ
をテストするためには、バッテリを保持し、および／またはバッテリをデバイスから取り
外す、という不便を被ることが必要になるのが典型的である。さらに、バッテリ・テスタ
をバッテリに正確に接続することが困難なこともある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、消費者とバッテリおよび／またはインジケータとの間で手動の相互作用を
要求しないオンセル・インジケータを含むバッテリに対する必要性が存在する。さらに、
オンセル・インジケータを含むバッテリは、また、先進の処理および通信能力も含む場合
があってもよい。また、バッテリの外寸に悪影響を及ぼさないインジケータ回路を含むバ
ッテリに対する必要性も存在する。容易にバッテリに接続できるオンセル・インジケータ
を提供することの必要性が、存在している。また、バッテリ・ハウジングの内部にオンセ
ル・インジケータを含めたことに起因してバッテリ容量が低下したりしない、オンセル・
インジケータ付きのバッテリを提供することに対する必要性も存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　ある実施形態では、本発明は、オンセル・インジケータを含むバッテリに関する。オン
セル・インジケータを含むこのバッテリは、少なくとも１つの電気化学セルと、少なくと
も１つのオンセル・インジケータと、プリント回路ボードと、少なくとも１つの集積回路
とを含む。少なくとも１つの電気化学セルは、第１の端子と第２の端子とを含む。少なく
とも１つのオンセル・インジケータは、少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子を
含む。プリント回路ボードは、少なくとも１つのオンセル・インジケータ接点と少なくと
も１つの電気化学セル接点とを含む。少なくとも１つの電気化学セル接点は、少なくとも
１つの電気化学セルの第１の端子と電気的に接続されている。少なくとも１つの導電性ト
レースが、オンセル・インジケータ相互接続とプリント回路ボード相互接続とを含む。オ
ンセル・インジケータ相互接続は、少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子と電気
的に接続されている。プリント回路ボード相互接続は、少なくとも１つのオンセル・イン
ジケータ端子と電気的に接続されている。少なくとも１つの集積回路が、プリント回路ボ
ードと電気的に接続されている。
【０００７】
　別の実施形態では、本発明は、遠隔バッテリ指示システムに関する。この前記角バッテ
リ指示システムは、少なくとも１つのリーダと、オンセル・インジケータを含む少なくと
も１つのバッテリとを含む。この少なくとも１つのリーダは、たとえば、スマートフォン
でよい。オンセル・インジケータを含むこの少なくとも１つのバッテリは、少なくとも１
つの電気化学セルと、少なくとも１つのオンセル・インジケータと、プリント回路ボード
と、通信回路と、少なくとも１つの集積回路とを含む。少なくとも１つの電気化学セルは
、第１の端子と第２の端子とを含む。少なくとも１つのオンセル・インジケータは、少な
くとも１つのオンセル・インジケータ端子を含む。プリント回路ボードは、少なくとも１
つのオンセル・インジケータ接点と少なくとも１つの電気化学セル接点とを含む。少なく
とも１つの電気化学セル接点は、少なくとも１つの電気化学セルの第１の端子と電気的に
接続されている。少なくとも１つの導電性トレースが、オンセル・インジケータ相互接続
とプリント回路ボード相互接続とを含む。オンセル・インジケータ相互接続は、少なくと
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も１つのオンセル・インジケータ端子と電気的に接続されている。プリント回路ボード相
互接続は、少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子と電気的に接続されている。少
なくとも１つの集積回路は、プリント回路ボードと電気的に接続されている。
【０００８】
　本明細書は、結論部分として、主題を特に指摘して明瞭に請求する特許請求の範囲を有
しており、これは本発明を形成するものと見なされるのであるが、本発明は、以下の説明
を添付の図面と共に読まれることにで、よりよく理解されると考えられる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本明細書で示され説明される１つまたは複数の実施形態によるオンセル・インジ
ケータを含むバッテリの斜視図である。
【図２】本明細書で示され説明される１つまたは複数の実施形態によるオンセル・インジ
ケータを含む別のバッテリの断面図である。
【図３】本明細書で示され説明される１つまたは複数の実施形態によるオンセル・インジ
ケータを含む別のバッテリの断面図である。
【図４】本明細書で示され説明される１つまたは複数の実施形態によるオンセル・インジ
ケータを含む別のバッテリの断面図である。
【図５】本明細書で示され説明される１つまたは複数の実施形態によるオンセル・インジ
ケータを含む別のバッテリの断面図である。
【図６】本明細書で示され説明される１つまたは複数の実施形態によるオンセル・インジ
ケータを含む別のバッテリの断面図である。
【図７】本明細書で示され説明される１つまたは複数の実施形態によるオンセル・インジ
ケータを含む別のバッテリの断面図である。
【図８】本明細書で示され説明される１つまたは複数の実施形態によるオンセル・インジ
ケータを含む別のバッテリの断面図である。
【図９】本明細書で示され説明される１つまたは複数の実施形態によるオンセル・インジ
ケータを含む別のバッテリの断面図である。
【図１０】本明細書で示され説明される１つまたは複数の実施形態によるオンセル・イン
ジケータを含むバッテリと共に用いられるプリント回路ボードの透視図である。
【図１１】図１０のプリント回路ボードの側面図である。
【図１２】図１０および１１のプリント回路ボードの上面図である。
【図１３】図１０、１１、および１２のプリント回路ボードの底面図である。
【図１４】本明細書で示され説明される１つまたは複数の実施形態によるオンセル・イン
ジケータを含むバッテリと共に用いられるスペーサの透視図である。
【図１５】図１４のスペーサの側面図である。
【図１６】図１４および１５のスペーサの上面図である。
【図１７】図１４、１５、および１６のスペーサの底面図である。
【図１８】本明細書で示され説明される１つまたは複数の実施形態によるオンセル・イン
ジケータを含むバッテリと共に用いられるラベルの図である。
【図１９】本明細書で示され説明される１つまたは複数の実施形態によるオンセル・イン
ジケータを含むバッテリと共に用いられるラベルの図である。
【図２０】本明細書で示され説明される１つまたは複数の実施形態によるオンセル・イン
ジケータを含むバッテリと共に用いられるラベルの図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明は、オンセル・インジケータを含むバッテリに向けられたものである。オンセル
・インジケータを含むバッテリは、少なくとも１つの電気化学セルと、少なくとも１つの
オンセル・インジケータと、少なくとも１つのプリント回路ボード（ＰＣＢ）と、少なく
とも１つの集積回路とを含むことができる。電気化学セルは、第１の端子と第２の端子と
を含むことができる。ＰＣＢは、少なくとも、電気化学セルの第１の端子と電気的に接続
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されることができる。オンセル・インジケータは、ＰＣＢと電気的に接続されることがで
きる。少なくとも１つのＩＣは、ＰＣＢと電気的に接続されることができる。少なくとも
１つのＩＣは、少なくとも１つのオンセル・インジケータと電気的に接続されることがで
きる。オンセル・インジケータを含むバッテリは、たとえば、バッテリ電圧などの情報を
、スマートフォンなどのリーダに送ることができる。
【００１１】
　電気化学セルは、電気化学セルの活物質内部の化学エネルギを、電気化学的還元酸化（
ｒｅｄｏｘ）反応によって、変換することが可能である。Ｄａｖｉｄ　Ｌｉｎｄｅｎ，Ｈ
ａｎｄｂｏｏｋ　ｏｆ　Ｂａｔｔｅｒｉｅｓ，１．３（４ｔｈ　ｅｄ．２０１１）を参照
のこと。電気化学セルは、アノードと、カソードと、電解質とから構成される。上と同じ
文献を参照のこと。１つまたは複数の電気化学セルは、バッテリと称されることがあって
もよい。電気化学セル、すなわちバッテリは、一次的または二次的であってもよい。一次
バッテリは、たとえば使い尽くされるまで一度だけ放電されて、その次には廃棄されるこ
とが意図されている。一次バッテリについては、たとえば、Ｄａｖｉｄ　Ｌｉｎｄｅｎ，
Ｈａｎｄｂｏｏｋ　ｏｆ　Ｂａｔｔｅｒｉｅｓ　（４ｔｈ　ｅｄ．２０１１）に説明され
ている。二次バッテリは、再度充電されることが、意図されている。二次バッテリは、た
とえば５０回、１００回、または更に多くの回数など、複数回の放電および再充電がなさ
れてもよい。二次バッテリについては、たとえば、Ｄａｖｉｄ　Ｌｉｎｄｅｎ，Ｈａｎｄ
ｂｏｏｋ　ｏｆ　Ｂａｔｔｅｒｉｅｓ　（４ｔｈ　ｅｄ．２０１１）に説明されている。
したがって、バッテリは、様々な電気化学的結合および電解質の組合せを、含むことがで
きる。本発明は、水性、非水性、イオン性液体、および固体状態のシステムの一次および
二次バッテリに適用されることが、理解されるべきである。上述したシステムの一次およ
び二次バッテリは、よって、本出願の射程の範囲内にあり、本発明は、どの特定の実施形
態にも限定されない。
【００１２】
　また、バッテリは、様々なサイズおよび寸法で、存在している。国際電気標準会議（Ｉ
ＥＣ）は、たとえば、小売りにおいて消費者にとって入手可能なバッテリの標準的なサイ
ズおよび寸法を確立している。ＩＥＣは、たとえば、円柱形のバッテリについて、ＡＡＡ
バッテリ、ＡＡバッテリ、Ｃバッテリ、およびＤバッテリなどの標準的サイズおよび寸法
を設定している。同様に、非円柱形のバッテリについても、標準的なサイズおよび寸法が
設定されている。９Ｖのアルカリ・バッテリは、たとえば、ＩＥＣによって設定された寸
法を有するプリズム型、すなわち矩形の形状を有する。また、個々のバッテリまたはデバ
イスの製造業者は、リチウム・イオン・プリズム型バッテリなど、一般的に入手可能とは
限らない可能性のあるプリズム型バッテリに対する寸法を、指定する場合があってもよい
。本発明は、個々のバッテリまたはデバイス製造業者によって指定されたサイズおよび寸
法のバッテリだけでなく、ＡＡ、ＡＡＡ、Ｃ、Ｄ、および９ＶなどＩＥＣによって設定さ
れたサイズおよび寸法のバッテリにも適用される、ということが理解されるべきである。
上述されたサイズおよび寸法の一次および二次バッテリは、よって、本出願の射程の範囲
内にあり、本発明は、どの特定の実施形態にも限定されない。
【００１３】
　バッテリは、第１の端子と第２の端子とを有することができる。一次バッテリの第１の
端子は、たとえば、負の端子であってもよい。一次バッテリの第２の端子は、たとえば、
正の端子であってもよい。二次バッテリの第１の端子は、たとえば、正の端子であっても
よい。二次バッテリの第２の端子は、たとえば、負の端子であってもよい。バッテリは、
少なくとも１つの開放端を備えている金属缶などのハウジングを含むことができる。アノ
ード、カソード、および電解質が、ハウジングの内部に配置されることができる。第１の
端子は、端部キャップであってもよい。ハウジングは、バッテリを閉鎖するために、シー
ルを含めて、端部キャップの上に圧着されることができる。ハウジングが、バッテリの第
２の端子になることがあってもよい。
【００１４】
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　オンセル・インジケータは、アンテナを含むことができる。オンセル・インジケータは
、少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子を含むことができる。オンセル・インジ
ケータは、第１のオンセル・インジケータ端子と、第２のオンセル・インジケータ端子と
を含むことができる。少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子と、第１のオンセル
・インジケータと、第２のオンセル・インジケータ端子とは、導電性材料などのいずれか
の適切な材料を備えることができる。
【００１５】
　アンテナは、単一のアンテナを画定することができる少なくとも１つのアンテナ・トレ
ースや、複数のアンテナを含むことができ、または、１つまたは複数の連続的なループ・
アンテナを画定することができる。各ループは、少なくとも１つのアンテナ・トレースの
１つまたは複数の回転すなわち巻数を有することができる。少なくとも１つのアンテナは
、少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子を含むことができる。少なくとも１つの
アンテナは、第１のオンセル・インジケータ端子と、第２のオンセル・インジケータ端子
とを含むことができる。少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子と、第１のオンセ
ル・インジケータ端子と、第２のオンセル・インジケータ端子とは、導電性トレースへの
、ハンダ、導電性接着剤、導電性流体、超音波溶接、超音波熱圧着、熱圧着加工、クリン
ピング、または圧縮のための接合を提供することができる。少なくとも１つのオンセル・
インジケータ端子と、第１のオンセル・インジケータ端子と、第２のオンセル・インジケ
ータ端子とは、プリント回路ボードに電気的に接続されている場合があってもよい。
【００１６】
　少なくとも１つのアンテナと、オンセル・インジケータ端子と、第１のオンセル・イン
ジケータ端子と、第２のオンセル・インジケータ端子とは、銅、アルミニウム、銀、金、
またはそれ以外の導電性金属から製造されることができる。それ以外の適切な材料は、導
電性フォームと、導電性ポリマと、導電性接着剤と、グラファイトなどの導電性カーボン
とを含む。少なくとも１つのアンテナと、オンセル・インジケータ端子と、第１のオンセ
ル・インジケータ端子と、第２のオンセル・インジケータ端子とは、印刷、塗布、または
スプレイ・コーティングされることができる。少なくとも１つのアンテナは、材料を対象
となる面に適用するために、スクリーン、グラビア、またはインク・ジェット印刷を用い
ることによりアンテナを画定するマシンによって、印刷されることができる。印刷は、Ｒ
Ｆスパッタリング技術、材料を対象となる面の上で定義する衝撃または圧力技術、金属フ
ォイル・マスク技術、エッチング技術、化学的気相成長技術、電気メッキ技術、および、
対象となる面に適用される材料を活性化させる熱または光活性化技術を介して、完成させ
ることができる。
【００１７】
　少なくとも１つのアンテナと、オンセル・インジケータ端子と、第１のオンセル・イン
ジケータ端子と、第２のオンセル・インジケータ端子とは、フォイルから作られることが
できる。少なくとも１つのアンテナと、オンセル・インジケータ端子と、第１のオンセル
・インジケータ端子と、第２のオンセル・インジケータ端子とは、絶縁されているまたは
裸の予め形成された配線であってもよい。予め形成された配線が裸である場合には、それ
は、非導電性シート、非導電性テープ、非導電性可撓性物質、または非導電性シュリンク
・ラップによって、被覆されることができる。
【００１８】
　プリント回路ボードは、バッテリと電気的に接続されている電気回路を有する少なくと
も１つの層を含む。配線パターン、すなわち回路は、プリント回路ボードの上に、または
、その内部に存在してもよい。回路は、複数の安全装置、電力端子、外部接続端子、およ
び追加的な機能を提供する類似のものを含むことができる。追加的機能の例は、通信回路
と、アンテナと、熱シンクとを含む。安全装置の例は、保護モジュール、正の温度係数（
ＰＴＣ）サーミスタなどを含むことができる。保護モジュールは、たとえば、スイッチン
グ・デバイス、制御回路ユニット、抵抗、インダクタ、キャパシタなどを含むことができ
る。ＰＣＢは、それぞれがそれ自体の配線パターンを有する１つまたは複数の層を備える
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ことができる。配線パターンは、導電性トレースまたは導電性フォイル・トレースを備え
ることができる。多層ＰＣＢは、それぞれの対応する層の上の複数の配線パターンの間に
電気的接続を提供するために、複数の層の間のヴィア（ｖｉａ）を備えることができる。
導電性トレースは、たとえば、メッキ、物理的気相成長、エッチングなどを用いて、この
技術分野で知られているいずれかの適切な手段により、プリント回路ボードに適用される
ことができる。
【００１９】
　プリント回路ボードは、上面と底面と側面とを含むことができる。プリント回路ボード
の上面と底面と側面とは、少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子接点を含むこと
ができる。プリント回路ボードの上面と底面と側面とは、第１のオンセル・インジケータ
端子接点と、第２のオンセル・インジケータ端子接点とを含むことができる。少なくとも
１つのオンセル・インジケータ端子接点と、第１のオンセル・インジケータ端子接点と、
第２のオンセル・インジケータ端子接点とは、銅、アルミニウム、銀、金、またはそれ以
外の導電性金属で作られることができる。他の適切な材料は、導電性フォーム、導電性ポ
リマ、導電性接着剤、およびグラファイトなどの導電性カーボンを含む。
【００２０】
　少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子接点と、第１のオンセル・インジケータ
端子接点と、第２のオンセル・インジケータ端子接点とが、たとえば、２つの別個の接点
を含むことができる。一方の別個の接点が、プリント回路ボードの底面の上に存在するこ
とができる。他方の別個の接点が、プリント回路ボードの上面の上に存在することができ
る。少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子接点と、第１のオンセル・インジケー
タ端子接点と、第２のオンセル・インジケータ端子接点とのうちの別個の接点が、プリン
ト回路ボードの配線を通じて、相互に、電気的に接続されている場合があってもよい。
【００２１】
　少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子接点と、第１のオンセル・インジケータ
端子接点と、第２のオンセル・インジケータ端子接点とは、たとえば、３つの別個の接点
を含むことができる。１つの別個の接点が、プリント回路ボードの底面の上に存在するこ
とができる。別の別個の接点が、プリント回路ボードの上面の上に存在することができる
。最後の別個の接点が、プリント回路ボードの側面の上に存在することができる。プリン
ト回路ボードの上面、底面、または側面の上の別個の接点のいずれか１つが、プリント回
路ボードの上面、底面、または側面の上の別個の接点のうちの１つまたは複数と、プリン
ト回路ボードの上のまたは内部の配線を通じて、電気的に接続されていることがあっても
よい。
【００２２】
　プリント回路ボードは、上面と底面と側面とを含むことができる。プリント回路ボード
の上面と底面と側面とは、少なくとも１つの電気化学セル接点を含むことができる。プリ
ント回路ボードの上面と底面と側面とは、第１の電気化学セル接点と、第２の電気化学セ
ル接点とを含むことができる。少なくとも１つの電気化学セル接点と、第１の電気化学セ
ル接点と、第２の電気化学セル接点とは、銅、アルミニウム、銀、金、またはそれ以外の
導電性金属で作られることができる。他の適切な材料は、導電性フォーム、導電性ポリマ
、導電性接着剤、およびグラファイトなどの導電性カーボンを含む。
【００２３】
　少なくとも１つの電気化学セル接点と、第１の電気化学セル接点と、第２の電気化学セ
ル接点とが、たとえば、２つの別個の接点を含むことができる。一方の別個の接点が、プ
リント回路ボードの底面の上に存在することができる。他方の別個の接点が、プリント回
路ボードの上面の上に存在することができる。プリント回路ボードの上面、底面、または
側面の上の別個の接点のいずれか１つが、プリント回路ボードの上面、底面、または側面
の上の別個の接点のうちの１つまたは複数と、プリント回路ボードの上のまたは内部の配
線を通じて、電気的に接続されていることがあってもよい。
【００２４】
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　少なくとも１つの電気化学セル接点と、第１の電気化学セル接点と、第２の電気化学セ
ル接点とが、たとえば、３つの別個の接点を含むことができる。１つの別個の接点が、プ
リント回路ボードの底面の上に存在することができる。別の別個の接点が、プリント回路
ボードの上面の上に存在することができる。最後の別個の接点が、プリント回路ボードの
側面の上に存在することができる。プリント回路ボードの上面、底面、または側面の上の
別個の接点のいずれか１つが、プリント回路ボードの上面、底面、または側面の上の別個
の接点のうちの１つまたは複数と、プリント回路ボードの上のまたは内部の配線を通じて
、電気的に接続されていることがあってもよい。
【００２５】
　少なくとも１つの電気化学セル接点が、バッテリの第１の端子と電気的に接続されてい
ることがあってもよい。第１の電気化学セル接点が、バッテリの第１の端子と電気的に接
続されていることがあってもよい。第２の電気化学セル接点が、バッテリの第２の端子と
電気的に接続されていることがあってもよい。少なくとも１つの電気化学セル接点と、第
１の電気化学セル接点と、第２の電気化学セル接点とが、バッテリのそれぞれの端子に対
して、溶接、接着、ハンダ付け、圧縮、結合などを、なされることがあってもよい。
【００２６】
　少なくとも１つの電気化学セル接点と、プリント回路ボードの第１の電気化学セル接点
と、バッテリの第１の端子との間に、少なくとも１つのタブ相互接続が含まれる場合があ
ってもよい。このタブ相互接続は、銅、アルミニウム、銀、金、ニッケル、ニッケルメッ
キ鋼、またはそれ以外の導電性金属で作られることができる。他の適切な材料は、導電性
フォーム、導電性ポリマ、導電性接着剤、およびグラファイトなどの導電性カーボンを含
む。タブ相互接続は、少なくとも１つの電気化学セル接点と、第１の電気化学セル接点と
、バッテリの第１の端子とに対して、溶接、接着、ハンダ付け、圧縮、結合などを、なさ
れることがあってもよい。
【００２７】
　少なくとも１つの導電性トレースが、オンセル・インジケータ端子を、プリント回路ボ
ードのオンセル・インジケータ端子接点に電気的に接続することがあってもよい。第１の
導電性トレースが、第１のオンセル・インジケータ端子を、プリント回路ボードの第１の
オンセル・インジケータ端子接点に電気的に接続することがあってもよい。第２の導電性
トレースが、第２のオンセル・インジケータ端子を、プリント回路ボードの第２のオンセ
ル・インジケータ端子接点に電気的に接続することがあってもよい。少なくとも１つの導
電性トレースと、第１の導電性トレースと、第２の導電性トレースとは、銅、アルミニウ
ム、銀、金、またはそれ以外の導電性金属で作られることができる。他の適切な材料は、
導電性フォーム、導電性流体、導電性ポリマ、導電性接着剤、およびグラファイトなどの
導電性カーボンを含む。
【００２８】
　導電性トレースが、その導電性トレースのある端部において、オンセル・インジケータ
相互接続を含むことができる。導電性トレースが、その導電性トレースの別の端部におい
て、プリント回路ボード相互接続を含むことができる。オンセル・インジケータ相互接続
とプリント回路ボード相互接続とは、銅、アルミニウム、銀、金、またはそれ以外の導電
性金属で作られることができる。他の適切な材料は、導電性フォーム、導電性流体、導電
性ポリマ、導電性接着剤、およびグラファイトなどの導電性カーボンを含む。
【００２９】
　第１の導電性トレースが、その第１の導電性トレースのある端部において、第１のオン
セル・インジケータ相互接続を含むことができる。第１の導電性トレースが、その第１の
導電性トレースの別の端部において、第１のプリント回路ボード相互接続を含むことがあ
ってもよい。第２の導電性トレースが、その第２の導電性トレースのある端部において、
第２のオンセル・インジケータ相互接続を含むことができる。第２の導電性トレースが、
その第２の導電性トレースの別の端部において、第２のプリント回路ボード相互接続を含
むことができる。第１のオンセル・インジケータ相互接続と、第２のオンセル・インジケ
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ータ相互接続と、第１のプリント回路ボード相互接続と、第２のプリント回路ボード相互
接続とは、銅、アルミニウム、銀、金、またはそれ以外の導電性金属で作られることがで
きる。他の適切な材料は、導電性フォーム、導電性流体、導電性ポリマ、導電性接着剤、
およびグラファイトなどの導電性カーボンを含む。
【００３０】
　絶縁体が、アンテナなどのオンセル・インジケータと導電性トレースとの間に配置され
ることができる。絶縁体が、たとえば、アンテナと第１の導電性トレースと第２の導電性
トレースとの間に配置されることができる。絶縁体は、非導電性シート、非導電性テープ
、非導電性材料、非導電性基板、非導電性シュリンク・ラップ、ポリマ、誘電体、粘着剤
、接着剤、不活性化コーティング、アノード酸化処理コーティングなどであり得る。絶縁
体は、オンセル・インジケータと導電性トレースとの間において、印刷、塗布、スパッタ
リング、蒸着、またはスプレイ・コーティングされることができる。
【００３１】
　集積回路（ＩＣ）は、半導体ウエハもしくはチップなどの単一基板の上に構築されたト
ランジスタ、抵抗、ダイオード、インダクタ、および／もしくはキャパシタの回路、また
は、有機および／もしくは半導体材料インクもしくはセラミック基板に基づく金属、ポリ
マ、もしくはプリント回路ボードを含むことができるが、これらにおいては、離散的なコ
ンポーネントが、与えられた機能を実行するために相互接続されている。ＩＣは、ある機
能またはいくつかの個数の機能を実行するように相互に電気的に結合された通信回路およ
び／またはアナログ・デジタル・コンバータ（ＡＤＣ）を備えることもできる。ＩＣは、
そのＩＣがその機能を実行するために、システム接地に電気的に接続されることができる
。ＩＣは、これらに限定されることはないが、指示回路、電源回路、ＲＦＩＤ回路または
ブロック、ＮＦＣ回路またはブロック、入力／出力回路またはポートなどを含むために、
他の回路を含むことができる。ＩＣは、通信回路とＡＤＣとを物理的に相互に並ぶように
同じ位置に配置する場合があるし、または、それらを物理的に相互に一体化して配置する
場合がある。ＩＣは、要求される１つまたはいくつかの個数の機能の実行に及ぶように特
に製造された特定用途向き集積回路（ＡＳＩＣ）を備えることもできる。その機能は、バ
ッテリの特定の条件を判断し、その情報を機能情報の形式でリーダに中継することであっ
てもよい。その機能は、また、バッテリの特定の条件に関する告知を信号により通信する
ことであってもよく、または、その機能は、可聴的、視覚的、または振動感覚（ｐａｌｌ
ｅｓｔｈｅｓｉａ）による指示を含むことができるバッテリの特定の条件に関する指示を
提供することであってもよい。振動感覚というのは、振動を感知する能力であり、振動感
覚による指示とは、振動の感覚を提供するための機械的または電気機械的手段である。Ｉ
Ｃは、バッテリの特定の条件を、可聴的であってもよいかまたは結果的に表面の粗さを変
化させることができる圧電信号を介して、信号により通信することができる。ＩＣは、い
ずれかの適切な形状を有することができる。ＩＣは、長さと幅と高さとを備えた矩形また
は正方形の形状を有することができる。ＩＣは、能動的、半能動的、バッテリ支援された
受動的、または受動的であってもよい。ＩＣは、プリント回路ボードの配線と、少なくと
も１つの電気化学セル接点と、第１の電気化学セル接点と、第２の電気化学セル接点と、
もし含まれている場合にはタブ相互接続とを通じて、バッテリの第１の端子と第２の端子
とに、電気的に接続されることがあってもよい。ＩＣは、たとえば、銀エポキシ樹脂など
の導電性接着剤、異方性導電性接着剤、超音波溶接、抵抗溶接、レーザ溶接、ハンダ付け
、結合、または機械的圧力によって、プリント回路ボードに電気的に結合されることがで
きる。ＩＣは、プリント回路ボードの上にまたはその内部に直接的に印刷されることがで
きる。ＩＣは、たとえば、プリント回路ボードの底面の上に位置決めされることができる
。ＩＣは、たとえば、プリント回路ボードの内部に位置決めされることができる。ＩＣは
、たとえば、プリント回路ボードの上面の上に位置決めされることができる。ＩＣは、フ
レキシブル・フレキシブル型のプリント回路ボードまたはフレキシブル・リジッド型のプ
リント回路ボードを用いるなど、第１のプリント回路ボードと電気的に接続されている第
２のプリント回路ボードの上に位置決めされることができる。
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【００３２】
　オンセル・インジケータを含むバッテリは、スペーサを含む場合もあってもよい。スペ
ーサは、上面を含む。スペーサの上面は、少なくとも１つのスペーサ・プリント回路ボー
ド接点を含むことができる。少なくとも１つのスペーサ・プリント回路ボード接点は、銅
、アルミニウム、銀、金、またはそれ以外の導電性金属から作られることができる。他の
適切な材料は、導電性フォーム、導電性流体、導電性ポリマ、導電性接着剤、およびグラ
ファイトなどの導電性カーボンを含む。
【００３３】
　スペーサは、底面を含む。スペーサの底面は、少なくとも１つのスペーサ・電気化学セ
ル接点を含むことができる。少なくとも１つのスペーサ・電気化学セル接点は、銅、アル
ミニウム、銀、金、またはそれ以外の導電性金属から作られることができる。他の適切な
材料は、導電性フォーム、導電性流体、導電性ポリマ、導電性接着剤、およびグラファイ
トなどの導電性カーボンを含む。
【００３４】
　スペーサの上面と底面とは、電気的に接続されることができる。スペーサは、たとえば
、固体リング、導電性タブ、導電性フォーム、または導電性テープなど、導電性の材料で
あってもよい。少なくとも１つのスペーサ・プリント回路ボードとの接点と、少なくとも
１つのスペーサ・電気化学セルとの接点とは、相互に電気的に接続されている場合があっ
てもよい。第１のスペーサ・プリント回路ボードとの接点と第１のスペーサ・電気化学セ
ルとの接点とは、相互に電気的に接続されている場合があってもよい。第２のスペーサ・
プリント回路ボードとの接点と、第２のスペーサ・電気化学セルとの接点とは、相互に電
気的に接続されている場合があってもよい。
【００３５】
　オンセル・インジケータを含むバッテリは、また、磁気ダイバータを含むことができる
。磁気ダイバータは、特定の周波数において高い透磁率を有し、低い導電性を有するいず
れかの材料であってもよい。磁気ダイバータは、たとえば、バッテリの金属ハウジングと
アンテナなどのオンセル・インジケータとの間に隣接する薄く、可撓的な、フェライト材
料であってもよい。磁気ダイバータは、鉄、ニッケル、コバルト、それらのいずれかの合
金、およびそれらのいずれかの組合せであってもよい。フェライト・シールドのための他
の材料は、また、実質的に導電性を有しない酸化物も含む。磁気ダイバータは、ハウジン
グの表面に固定された、または、ハウジングを被覆するラベルの内部に一体化された膜で
あってもよい。磁気ダイバータは、たとえば、ハウジングの表面上に、または、たとえば
アンテナなどのオンセル・インジケータの上に、配置、塗布、印刷、またはコーティング
されることができる。
【００３６】
　オンセル・インジケータを含むバッテリは、また、少なくとも１つの通信回路を含むこ
とができる。この少なくとも１つの通信回路は、たとえば、ＩＳＯ／ＩＥＣ１４４４３（
隣接（プロキシミティ）カード）、１５６９３（近傍（ヴィシニティ）カード）、１５９
６１、１５９６２、１５９６３、および１８０００の通信規格など、無線周波数識別（Ｒ
ＦＩＤ）回路および近距離無線通信（ＮＦＣ）回路が内部に含まれる場合、たとえば、Ｉ
ＥＥＥ８０２．１５．１の通信規格である、ブルートゥース回路が内部に含まれる場合、
たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１の通信規格である、ＷｉＦｉ回路が内部に含まれる場合
、たとえば、ＩＥＥＥ８０２の通信規格である、Ｚｉｇｂｅｅ回路が内部に含まれる場合
、たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１５．４の通信規格である、ブルートゥース低エネルギ回
路が内部に含まれる場合、たとえば、ＬｏＲａアライアンスの通信規格である、ロング・
レンジ・ワイド・エリア・ネットワーク（ＬｏＲａＷＡＮ）回路が内部に含まれる場合、
たとえば、国際電気通信連合（ＩＴＵ）Ｇ．９９５９の通信規格である、Ｚ波回路が内部
に含まれる場合、いずれかの他の適切な固定されたワイヤレス通信回路、これらのいずれ
かの組合せなど、いずれかの適切な通信回路であってもよい。この通信回路は、低周波（
約１２５ｋＨｚ～約１３４．２ｋＨｚおよび約１４０ｋＨｚ～約１４８．５ｋＨｚ）、高
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周波（ＨＦ）（１３．５６ＭＨｚ）、超高周波（ＵＨＦ）（８６０～９５６ＭＨｚ）、ま
たはマイクロ波周波数（２．４～５．８ＧＨｚ）など、いずれかの適切な周波数帯域を用
いることができる。さらに、可聴もしくは不可聴の音声または可視光など、他の通信回路
も用いられることができる。
【００３７】
　オンセル・インジケータを含むバッテリは、ラベルを含むこともできる。ラベルとは、
ラベルのグラフィクスとテキストとを生じる透明または半透明の層を備えた積層型の多層
膜であってもよい。ラベルは、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）、ポリエチレン・テレフタレー
ト（ＰＥＴ）、およびそれ以外の類似のポリマ材料から作られることができる。ラベルは
、内面と外面とを含む。少なくとも１つの導電性トレースと、第１の導電性トレースと、
第２の導電性トレースとが、ラベルの上にまたはその内部に含まれることができる。少な
くとも１つのオンセル・インジケータ相互接続と、第１のオンセル・インジケータ相互接
続と、第２のオンセル・インジケータ相互接続とが、ラベルの上にまたはその内部に含ま
れることができる。少なくとも１つのオンセル・インジケータが、たとえば、少なくとも
１つのアンテナであるのだが、ラベルの上にまたはその内部に存在することができる。絶
縁体が、ラベルの上にまたはその内部に含まれる少なくとも１つのアンテナおよび少なく
とも１つの導電性トレースと、第１の導電性トレースと、第２の導電性トレースとの間に
、配置されることができる。
【００３８】
　リーダ、すなわちコンピューティング・デバイスとは、バッテリのオンセル・インジケ
ータと通信することができる任意のデバイスであってもよい。リーダの特定の例としては
、スマートフォン、タブレット、ＮＦＣアダプタを備えたパーソナル・コンピュータ（Ｐ
Ｃ）、専用のＲＦＩＤインジケータ回路リーダ、専用のＮＦＣインジケータ回路リーダ、
ハンドヘルド・コンピューティング・デバイス、またはコンピューティング・デバイスに
電気的に結合されたｗａｎｄアンテナを含む。リーダは、質問信号を送信することによっ
て、エネルギをＩＣに送るのに用いられることができるのであって、すなわち、「ウェー
クアップ」信号をＩＣに送信することができる。質問信号は、ＩＣにおける回路を始動さ
せるのに用いられる所定の周波数のＲＦパルスであってもよいのであって、その機能情報
を送信するために、ＩＣに電力を提供することができる。「ウェークアップ」信号は、Ｒ
Ｆパルスであってもよいが、ＩＣは、ＩＣに給電するおよびその機能情報を送信するため
に、別の電源からの電力を用いることができる。リーダは、機能情報を視覚的に提示する
ためのディスプレイを、または、機能情報を聴覚的に提示することができる可聴デバイス
を含むことができる。リーダは、また、機能情報を、その情報をユーザに提示する前に、
解釈および／または修正するためのアルゴリズムを含む場合もあってもよい。
【００３９】
　インジケータ回路のＩＣは、バッテリとの関係で、一連の機能のうちのいずれかの個数
の機能を実行することができる。ＩＣは、バッテリの電力出力と、バッテリの放電速度と
、いつバッテリがその有効寿命の終了に近づくかと、バッテリの地理的トラッキングと、
バッテリの充電状態とに関する情報を提供することができる。ＩＣは、また、過放電保護
と、過充電保護と、残存容量の決定と、電圧の決定と、サイクル寿命の決定と、電力管理
とを提供することができる。電力管理機能は、バッテリの識別と、バッテリの健康状態と
、バッテリ保護と、セル均衡化と、燃料ゲージと、充電制御と、電圧の変換と、電圧の整
流と、電流の整流と、負荷の調節と、バッテリ電源のオン／オフと、電力設定の調整と、
充電の許可または禁止と、放電の許可または禁止と、バッテリのバイパスと、温度のモニ
タリングと、充電速度の調整とを含むことができる。ＩＣは、たとえば、オンセル遠隔指
示システムにおいて、リーダ上でのグラフィカル・ユーザ・インターフェースを通じて、
たとえばユーザに対して、バッテリに関する情報を提供するために、用いられることがで
きる。ＩＣは、また、一意的な一連の数字／シンボル、または、たとえば製造日、ロット
番号、シリアル番号、およびそれ以外の識別可能な情報などの情報のいずれかを指示する
、ＲＦＩＤインジケータ回路と同等な、一意的な識別装置を用いて、構成されることがで



(14) JP 2018-531479 A 2018.10.25

10

20

30

40

50

きる。ＩＣは、また、製造日、ロット番号、シリアル番号、およびそれ以外の識別可能な
情報などの情報を記憶するためのメモリを含むことができる。このメモリは、たとえばデ
ータ・ロギングを可能にする読み出し／書き込み能力を有することができる。
【００４０】
　上述されたようなオンセル・インジケータを含むバッテリは、残存容量などのバッテリ
の様々な特性を、ユーザに通信することができる。オンセル・インジケータを含むバッテ
リは、ユーザとバッテリおよび／またはインジケータとの間における手動の対話がなくて
も、バッテリの特性を、ユーザに通信する。上述されたようなオンセル・インジケータを
含むバッテリは、また、バッテリのハウジングの外部において、進んだ処理および通信の
能力を含むことができる。これにより、アノード材料およびカソード材料などバッテリの
容量に寄与するコンポーネントにとって利用可能なハウジング内部の体積に対して負の影
響を与えることなく、セル上における指示の能力を追加することが、容易になる。さらに
、オンセル・インジケータのコンポーネントは、バッテリの外部にあるにもかかわらず、
ＩＥＣ規格など標準的バッテリの寸法に関して、バッテリの外寸に悪い影響を与えない。
さらに、上述されたようなオンセル・インジケータは、バッテリへの接続が容易であり、
オンセル・インジケータを含むバッテリのための製造における速度および反復可能性を容
易に向上させる。
【００４１】
　図１を参照すると、オンセル・インジケータを含むバッテリが示されている。オンセル
・インジケータを含むバッテリは、少なくとも１つの電気化学セル（１１０）と、少なく
とも１つのオンセル・インジケータ（１２０）と、プリント回路ボード（１３０）と、少
なくとも１つの導電性トレース（１５０）と、少なくとも１つの集積回路（図示せず）と
を含む。少なくとも１つの電気化学セル（１１０）は、第１の端子（１１２）と第２の端
子（１１４）とを含む。少なくとも１つのオンセル・インジケータ（１２０）は、少なく
とも１つのオンセル・インジケータ端子（１２２）を含む。プリント回路ボード（１３０
）は、上面（１３２）を含む。プリント回路ボード（１３０）の上面（１３２）は、少な
くとも１つのオンセル・インジケータ端子接点（１４０）を含む。少なくとも１つの導電
性トレース（１５０）は、オンセル・インジケータ相互接続（１５３）とプリント回路ボ
ード相互接続（１５６）とを含む。少なくとも１つのオンセル・インジケータ（１２０）
は、アンテナである。絶縁体（１９０）が、少なくとも１つの導電性トレース（１５０）
とアンテナとの間に配置されている。オンセル・インジケータ相互接続（１５３）は、少
なくとも１つのオンセル・インジケータ端子（１２２）と電気的に接続されている。プリ
ント回路ボード相互接続（１５６）は、少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子接
点（１４０）と電気的に接続されている。少なくとも１つの集積回路（図示せず）は、プ
リント回路ボード（１３０）と電気的に接続されている。
【００４２】
　図２を参照すると、オンセル・インジケータを含むバッテリが示されている。オンセル
・インジケータを含むバッテリは、少なくとも１つの電気化学セル（２１０）と、少なく
とも１つのオンセル・インジケータ（２２０）と、プリント回路ボード（２３０）と、少
なくとも１つの導電性トレース（２５０）と、少なくとも１つの集積回路（２６０）とを
含む。少なくとも１つの電気化学セル（２１０）は、第１の端子（２１２）と第２の端子
（２１４）とを含む。少なくとも１つのオンセル・インジケータ（２２０）は、少なくと
も１つのオンセル・インジケータ端子（２２２）を含む。プリント回路ボード（２３０）
は、上面（２３２）と、底面（２３４）と、側面（２３６）とを含む。プリント回路ボー
ド（２３０）の上面（２３２）は、少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子接点（
２４０）を含む。プリント回路ボード（２３０）の底面（２３４）は、少なくとも１つの
電気化学セル接点（２４３）を含む。少なくとも１つの電気化学セル接点（２４３）は、
少なくとも１つの電気化学セル（２１０）の第１の端子（２１２）と電気的に接続されて
いる。少なくとも１つの導電性トレース（２５０）は、オンセル・インジケータ相互接続
（２５３）とプリント回路ボード相互接続（２５６）とを含む。オンセル・インジケータ
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相互接続（２５３）は、少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子（２２２）と電気
的に接続されている。プリント回路ボード相互接続（２５６）は、少なくとも１つのオン
セル・インジケータ端子接点（２４０）と電気的に接続されている。少なくとも１つの集
積回路（２６０）は、プリント回路ボード（２３０）と電気的に接続されている。
【００４３】
　図３を参照すると、オンセル・インジケータを含むバッテリが示されている。オンセル
・インジケータを含むバッテリは、少なくとも１つの電気化学セル（３１０）と、少なく
とも１つのオンセル・インジケータ（３２０）と、プリント回路ボード（３３０）と、少
なくとも１つの導電性トレース（３５０）と、少なくとも１つの集積回路（３６０）とを
含む。少なくとも１つの電気化学セル（３１０）は、第１の端子（３１２）と第２の端子
（３１４）とを含む。少なくとも１つのオンセル・インジケータ（３２０）は、少なくと
も１つのオンセル・インジケータ端子（３２２）を含む。プリント回路ボード（３３０）
は、上面（３３２）と、底面（３３４）と、側面（３３６）とを含む。プリント回路ボー
ド（３３０）の上面（３３２）は、少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子接点（
３４０）を含む。プリント回路ボード（３３０）の底面（３３４）は、第１の電気化学セ
ル接点（３４４）と第２の電気化学セル接点（３４６）とを含む。第１の電気化学セル接
点（３４４）は、少なくとも１つの電気化学セル（３１０）の第１の端子（３１２）と電
気的に接続されている。第２の電気化学セル接点（３４６）は、少なくとも１つの電気化
学セル（３１０）の第２の端子（３１４）と電気的に接続されている。少なくとも１つの
導電性トレース（３５０）は、オンセル・インジケータ相互接続（３５３）とプリント回
路ボード相互接続（３５６）とを含む。オンセル・インジケータ相互接続（３５３）は、
少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子（３２２）と電気的に接続されている。プ
リント回路ボード相互接続（３５６）は、少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子
接点（３４０）と電気的に接続されている。少なくとも１つの集積回路（３６０）は、プ
リント回路ボード（３３０）と電気的に接続されている。
【００４４】
　図４を参照すると、オンセル・インジケータを含むバッテリが示されている。オンセル
・インジケータを含むバッテリは、少なくとも１つの電気化学セル（４１０）と、少なく
とも１つのオンセル・インジケータ（４２０）と、プリント回路ボード（４３０）と、第
１の導電性トレース（４５１）と、第２の導電性トレース（４５２）と、少なくとも１つ
の集積回路（４６０）とを含む。少なくとも１つの電気化学セル（４１０）は、第１の端
子（４１２）と第２の端子（４１４）とを含む。少なくとも１つのオンセル・インジケー
タ（４２０）は、アンテナである。オンセル・インジケータ（４２０）は、たとえばアン
テナであるが、第１のオンセル・インジケータ端子（４２３）と、第２のオンセル・イン
ジケータ端子（４２４）とを含む。プリント回路ボード（４３０）は、上面（４３２）と
、底面（４３４）と、側面（４３６）とを含む。プリント回路ボード（４３０）の上面（
４３２）は、第１のオンセル・インジケータ端子接点（４４１）と、第２のオンセル端子
接点（４４２）とを含む。プリント回路ボード（４３０）の底面（４３４）は、少なくと
も１つの電気化学セル接点（４４３）を含む。少なくとも１つの電気化学セル接点（４４
３）は、少なくとも１つの電気化学セル（４１０）の第１の端子（４１２）と、タブ相互
接続（４８０）を通じて、電気的に接続されている。第１の導電性トレース（４５１）は
、第１のオンセル・インジケータ相互接続（４５４）と第１のプリント回路ボード相互接
続（４５７）とを含む。第１のオンセル・インジケータ相互接続（４５４）は、第１のオ
ンセル・インジケータ端子（４２３）と電気的に接続されている。第１のプリント回路ボ
ード相互接続（４５７）は、第１のオンセル・インジケータ端子接点（４４１）と電気的
に接続されている。第２の導電性トレース（４５２）は、第２のオンセル・インジケータ
相互接続（４５５）と第２のプリント回路ボード相互接続（４５８）とを含む。第２のオ
ンセル・インジケータ相互接続（４５５）は、第２のオンセル・インジケータ端子（４２
４）と電気的に接続されている。第２のプリント回路ボード相互接続（４５８）は、第２
のオンセル・インジケータ端子接点（４４２）と電気的に接続されている。少なくとも１
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つの集積回路（４６０）は、プリント回路ボード（４３０）と電気的に接続されている。
【００４５】
　図５を参照すると、オンセル・インジケータを含むバッテリが示されている。オンセル
・インジケータを含むバッテリは、少なくとも１つの電気化学セル（５１０）と、少なく
とも１つのオンセル・インジケータ（５２０）と、プリント回路ボード（５３０）と、第
１の導電性トレース（５５１）と、第２の導電性トレース（５５２）と、少なくとも１つ
の集積回路（５６０）とを含む。少なくとも１つの電気化学セル（５１０）は、第１の端
子（５１２）と第２の端子（５１４）とを含む。少なくとも１つのオンセル・インジケー
タ（５２０）は、アンテナである。オンセル・インジケータ（５２０）は、たとえばアン
テナであるが、第１のオンセル・インジケータ端子（５２３）と、第２のオンセル・イン
ジケータ端子（５２４）とを含む。プリント回路ボード（５３０）は、上面（５３２）と
、底面（５３４）と、側面（５３６）とを含む。プリント回路ボード（５３０）の上面（
５３２）は、第１のオンセル・インジケータ端子接点（５４１）と、第２のオンセル端子
接点（５４２）とを含む。プリント回路ボード（５３０）の底面（５３４）は、第１の電
気化学セル接点（５４４）と、第２の電気化学セル接点（５４６）とを含む。第１の電気
化学セル接点（５４４）は、少なくとも１つの電気化学セル（５１０）の第１の端子（５
１２）と電気的に接続されている。第２の電気化学セル接点（５４６）は、少なくとも１
つの電気化学セル（５１０）の第２の端子（５１４）と電気的に接続されている。第１の
導電性トレース（５５１）は、第１のオンセル・インジケータ相互接続（５５４）と第１
のプリント回路ボード相互接続（５５７）とを含む。第１のオンセル・インジケータ相互
接続（５５４）は、第１のオンセル・インジケータ端子（５２３）と電気的に接続されて
いる。第１のプリント回路ボード相互接続（５５７）は、第１のオンセル・インジケータ
端子接点（５４１）と電気的に接続されている。第２の導電性トレース（５５２）は、第
２のオンセル・インジケータ相互接続（５５５）と第２のプリント回路ボード相互接続（
５５８）とを含む。第２のオンセル・インジケータ相互接続（５５５）は、第２のオンセ
ル・インジケータ端子（５２４）と電気的に接続されている。第２のプリント回路ボード
相互接続（５５８）は、第２のオンセル・インジケータ端子接点（５４２）と電気的に接
続されている。少なくとも１つの集積回路（５６０）は、プリント回路ボード（５３０）
と電気的に接続されている。
【００４６】
　図６を参照すると、オンセル・インジケータを含むバッテリが示されている。オンセル
・インジケータを含むバッテリは、少なくとも１つの電気化学セル（６１０）と、少なく
とも１つのオンセル・インジケータ（６２０）と、プリント回路ボード（６３０）と、ス
ペーサ（６７０）と、少なくとも１つの導電性トレース（６５０）と、少なくとも１つの
集積回路（６６０）とを含む。少なくとも１つの電気化学セル（６１０）は、第１の端子
（６１２）と第２の端子（６１４）とを含む。少なくとも１つのオンセル・インジケータ
（６２０）は、少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子（６２２）を含む。プリン
ト回路ボード（６３０）は、上面（６３２）と、底面（６３４）と、側面（６３６）とを
含む。プリント回路ボード（６３０）の上面（６３２）は、少なくとも１つのオンセル・
インジケータ端子接点（６４０）を含む。プリント回路ボード（６３０）の底面（６３４
）は、少なくとも１つの電気化学セル接点（６４３）を含む。少なくとも１つの電気化学
セル接点（６４３）は、少なくとも１つの電気化学セル（６１０）の第１の端子（６１２
）と、タブ相互接続（６８０）を通じて、電気的に接続されている。スペーサ（６７０）
は、上面（６７２）と、底面（６７４）と、側面（６７６）とを含む。スペーサ（６７０
）は、プリント回路ボード（６３０）と電気化学セル（６１０）との間に配置されている
。スペーサ（６７０）の上面（６７２）は、プリント回路ボード（６３０）の底面（６３
４）と接している。スペーサ（６７０）の底面（６７４）は、電気化学セル（６１０）の
第２の端子（６１４）と接している。少なくとも１つの導電性トレース（６５０）は、オ
ンセル・インジケータ相互接続（６５３）とプリント回路ボード相互接続（６５６）とを
含む。オンセル・インジケータ相互接続（６５３）は、少なくとも１つのオンセル・イン
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ジケータ端子（６２２）と電気的に接続されている。プリント回路ボード相互接続（６５
６）は、少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子接点（６４０）と電気的に接続さ
れている。少なくとも１つの集積回路（６６０）は、プリント回路ボード（６３０）と電
気的に接続されている。
【００４７】
　図７を参照すると、オンセル・インジケータを含むバッテリが示されている。オンセル
・インジケータを含むバッテリは、少なくとも１つの電気化学セル（７１０）と、少なく
とも１つのオンセル・インジケータ（７２０）と、プリント回路ボード（７３０）と、ス
ペーサ（７７０）と、少なくとも１つの導電性トレース（７５０）と、少なくとも１つの
集積回路（７６０）とを含む。少なくとも１つの電気化学セル（７１０）は、第１の端子
（７１２）と第２の端子（７１４）とを含む。少なくとも１つのオンセル・インジケータ
（７２０）は、少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子（７２２）を含む。プリン
ト回路ボード（７３０）は、上面（７３２）と、底面（７３４）と、側面（７３６）とを
含む。プリント回路ボード（７３０）の上面（７３２）は、少なくとも１つのオンセル・
インジケータ端子接点（７４０）を含む。プリント回路ボード（７３０）の底面（７３４
）は、第１の電気化学セル接点（７４４）と、第２の電気化学セル接点（７４５）を含む
。第１の電気化学セル接点（７４４）は、少なくとも１つの電気化学セル（７１０）の第
１の端子（７１２）と電気的に接続されている。スペーサ（７７０）は、上面（７７２）
と、底面（７７４）と、側面（７７６）とを含む。スペーサ（７７０）は、プリント回路
ボード（７３０）と電気化学セル（７１０）との間に配置されている。スペーサ（７７０
）の上面（７７２）は、スペーサ・プリント回路ボード接点（７７９）を含む。スペーサ
・プリント回路ボード接点（７７９）は、プリント回路ボード（７３０）の底面（７３４
）の上の第２の電気化学セル接点（７４５）と電気的に接続されている。スペーサ（７７
０）の底面（７７４）は、スペーサ・電気化学セル接点（７７８）を含む。スペーサ・電
気化学セル接点（７７８）は、少なくとも１つの電気化学セル（７１０）の第２の端子（
７１４）と電気的に接続されている。少なくとも１つの導電性トレース（７５０）は、オ
ンセル・インジケータ相互接続（７５３）とプリント回路ボード相互接続（７５６）とを
含む。オンセル・インジケータ相互接続（７５３）は、少なくとも１つのオンセル・イン
ジケータ端子（７２２）と電気的に接続されている。プリント回路ボード相互接続（７５
６）は、少なくとも１つのオンセル・インジケータ端子接点（７４０）と電気的に接続さ
れている。少なくとも１つの集積回路（７６０）は、プリント回路ボード（７３０）と電
気的に接続されている。
【００４８】
　図８を参照すると、オンセル・インジケータを含むバッテリが示されている。オンセル
・インジケータを含むバッテリは、少なくとも１つの電気化学セル（８１０）と、少なく
とも１つのオンセル・インジケータ（８２０）と、プリント回路ボード（８３０）と、ス
ペーサ（８７０）と、第１の導電性トレース（８５１）と、第２の導電性トレース（８５
２）と、少なくとも１つの集積回路（８６０）とを含む。少なくとも１つの電気化学セル
（８１０）は、第１の端子（８１２）と第２の端子（８１４）とを含む。少なくとも１つ
のオンセル・インジケータ（８２０）は、アンテナである。オンセル・インジケータ（８
２０）は、たとえばアンテナであるが、第１のオンセル・インジケータ端子（８２３）と
第２のオンセル・インジケータ端子（８２４）とを含む。プリント回路ボード（８３０）
は、上面（８３２）と、底面（８３４）と、側面（８３６）とを含む。プリント回路ボー
ド（８３０）の上面（８３２）は、第１のオンセル・インジケータ端子接点（８４１）と
、第２のオンセル・インジケータ接点（８４２）とを含む。プリント回路ボード（８３０
）の底面（８３４）は、少なくとも１つの電気化学セル接点（８４３）を含む。少なくと
も１つの電気化学セル接点（８４３）は、少なくとも１つの電気化学セル（８１０）の第
１の端子（８１２）と電気的に接続されている。スペーサ（８７０）は、上面（８７２）
と、底面（８７４）と、側面（８７６）とを含む。スペーサ（８７０）は、プリント回路
ボード（８３０）と電気化学セル（８１０）との間に配置されている。スペーサ（８７０
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）の上面（８７２）は、プリント回路ボード（８３０）の底面（８３４）と接している。
スペーサ（８７０）の底面（８７４）は、電気化学セル（８１０）の第２の端子（８１４
）と接している。第１の導電性トレース（８５１）は、第１のオンセル・インジケータ相
互接続（８５４）と第１のプリント回路ボード相互接続（８５７）とを含む。第１のオン
セル・インジケータ相互接続（８５４）は、第１のオンセル・インジケータ端子（８２３
）と電気的に接続されている。第１のプリント回路ボード相互接続（８５７）は、第１の
オンセル・インジケータ端子接点（８４１）と電気的に接続されている。第２の導電性ト
レース（８５２）は、第２のオンセル・インジケータ相互接続（８５５）と第２のプリン
ト回路ボード相互接続（８５８）とを含む。第２のオンセル・インジケータ相互接続（８
５５）は、第２のオンセル・インジケータ端子（８２４）と電気的に接続されている。第
２のプリント回路ボード相互接続（８５８）は、第２のオンセル・インジケータ端子接点
（８４２）と電気的に接続されている。少なくとも１つの集積回路（８６０）は、プリン
ト回路ボード（８３０）と電気的に接続されている。
【００４９】
　図９を参照すると、オンセル・インジケータを含むバッテリが示されている。オンセル
・インジケータを含むバッテリは、少なくとも１つの電気化学セル（９１０）と、少なく
とも１つのオンセル・インジケータ（９２０）と、プリント回路ボード（９３０）と、ス
ペーサ（９７０）と、第１の導電性トレース（９５１）と、第２の導電性トレース（９５
２）と、少なくとも１つの集積回路（９６０）とを含む。少なくとも１つの電気化学セル
（９１０）は、第１の端子（９１２）と第２の端子（９１４）とを含む。少なくとも１つ
のオンセル・インジケータ（９２０）は、アンテナである。オンセル・インジケータ（９
２０）は、たとえばアンテナであるが、第１のオンセル・インジケータ端子（９２３）と
、第２のオンセル・インジケータ端子（９２４）を含む。プリント回路ボード（９３０）
は、上面（９３２）と、底面（９３４）と、側面（９３６）とを含む。プリント回路ボー
ド（９３０）の上面（９３２）は、第１のオンセル・インジケータ端子接点（９４１）と
、第２のオンセル・インジケータ端子接点（９４２）とを含む。プリント回路ボード（９
３０）の底面（９３４）は、第１の電気化学セル接点（９４４）と、第２の電気化学セル
接点（９４５）を含む。第１の電気化学セル接点は、少なくとも１つの電気化学セル（９
１０）の第１の端子（９１２）と電気的に接続されている。スペーサ（９７０）は、上面
（９７２）と、底面（９７４）と、側面（９７６）とを含む。スペーサ（９７０）は、プ
リント回路ボード（９３０）と電気化学セル（９１０）との間に配置されている。スペー
サ（９７０）の上面（９７２）は、スペーサ・プリント回路ボード接点（９７９）を含む
。スペーサ・プリント回路ボード接点（９７９）は、プリント回路ボード（９３０）の底
面（９３４）の上の第２の電気化学セル接点（９４５）と電気的に接続されている。スペ
ーサ（９７０）の底面（９７４）は、スペーサ・電気化学セル接点（９７８）を含む。ス
ペーサ・電気化学セル接点（９７８）は、少なくとも１つの電気化学セル（９１０）の第
２の端子（９１４）と電気的に接続されている。第１の導電性トレース（９５１）は、第
１のオンセル・インジケータ相互接続（９５４）と第１のプリント回路ボード相互接続（
９５７）とを含む。第１のオンセル・インジケータ相互接続（９５４）は、第１のオンセ
ル・インジケータ端子（９２３）と電気的に接続されている。第１のプリント回路ボード
相互接続（９５７）は、第１のオンセル・インジケータ端子接点（９４１）と電気的に接
続されている。第２の導電性トレース（９５２）は、第２のオンセル・インジケータ相互
接続（９５５）と第２のプリント回路ボード相互接続（９５８）とを含む。第２のオンセ
ル・インジケータ相互接続（９５５）は、第２のオンセル・インジケータ端子（９２４）
と電気的に接続されている。第２のプリント回路ボード相互接続（９５８）は、第２のオ
ンセル・インジケータ端子接点（９４２）と電気的に接続されている。少なくとも１つの
集積回路（９６０）は、プリント回路ボード（９３０）と電気的に接続されている。
【００５０】
　図１０を参照すると、プリント回路ボード（１０３０）が示されている。プリント回路
ボード（１０３０）は、上面（１０３２）と、底面（１０３４）と、側面（１０３６）と
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を含む。プリント回路ボード（１０３０）の上面（１０３２）は、第１のオンセル・イン
ジケータ端子接点（１０４１）と、第２のオンセル・インジケータ端子接点（１０４２）
とを含む。集積回路（図示せず）が、プリント回路ボード（１０３０）と電気的に接続さ
れている。
【００５１】
　図１１を参照すると、図１０のプリント回路ボード（１１３０）の別の図が示されてい
る。プリント回路ボード（１１３０）の上面（１１３２）は、第１のオンセル・インジケ
ータ端子接点（１１４１）と、第２のオンセル・インジケータ端子接点（１１４２）とを
含む。プリント回路ボード（１１３０）の底面（１１３４）は、第１の電気化学セル接点
（１１４４）と、第２の電気化学セル接点（１１４６）と、集積回路（１１６０）とを含
む。
【００５２】
　図１２を参照すると、図１０および１１のプリント回路ボード（１２３０）の別の図が
示されている。プリント回路ボード（１２３０）の上面（１２３２）は、第１のオンセル
・インジケータ端子接点（１２４１）と、第２のオンセル・インジケータ端子接点（１２
４２）とを含む。
【００５３】
　図１３を参照すると、図１０、１１、および１２のプリント回路ボード（１３３０）の
別の図が示されている。プリント回路ボード（１３３０）の底面（１３３４）は、第１の
電気化学セル接点（１３４４）と、第２の電気化学セル接点（１３４５）と、集積回路（
１３６０）とを含む。
【００５４】
　図１４を参照すると、スペーサ（１４７０）が示されている。このスペーサは、上面（
１４７２）と、底面（１４７４）と、側面（１４７６）とを含む。スペーサ（１４７０）
の上面（１４７２）は、少なくとも１つのスペーサ・プリント回路ボード接点（１４７９
）を含む。
【００５５】
　図１５を参照すると、図１４のスペーサ（１５７０）の別の図が示されている。スペー
サ（１５７０）の上面（１５７２）は、少なくとも１つのスペーサ・プリント回路ボード
接点（１５７９）を含む。スペーサ（１５７０）の底面（１５７４）は、少なくとも１つ
のスペーサ・電気化学セル接点（１５７８）を含む。
【００５６】
　図１６を参照すると、図１４および１５のスペーサ（１６７０）の別の図が示されてい
る。スペーサ（１６７０）の上面（１６７２）は、少なくとも１つのスペーサ・プリント
回路ボード接点（１６７９）を含む。
【００５７】
　図１７を参照すると、図１４、１５、および１６のスペーサ（１７７０）の別の図が示
されている。スペーサ（１７７０）の底面（１７７４）は、少なくとも１つのスペーサ・
電気化学セル接点（１７７８）を含む。
【００５８】
　図１８を参照すると、ラベル（１８９４）が示されている。ラベル（１８９４）は、内
面（１８９６）を含む。ラベル（１８９４）の内面（１８９６）は、たとえば、バッテリ
のハウジングと接している場合があってもよい。ラベル（１８９４）の内面（１８９６）
は、第１の導電性トレース（１８５１）と第２の導電性トレース（１８５２）とを含む。
第１の導電性トレース（１８５１）は、第１のプリント回路ボード相互接続（１８５７）
と、第１のオンセル・インジケータ相互接続（１８５４）とを含む。第２の導電性トレー
ス（１８５２）は、第２のプリント回路ボード相互接続（１８５８）と、第２のオンセル
・インジケータ相互接続（１８５５）とを含む。
【００５９】
　図１９を参照すると、絶縁体（１９９０）を含む図１８のラベル（１９９４）が、示さ
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れている。絶縁体（１９９０）は、第１の導電性トレース（１９５１）と第２の導電性ト
レース（１９５２）との上にある。
【００６０】
　図２０を参照すると、オンセル・インジケータ（２０２０）を含む図１８および１９の
ラベル（２０９４）が、示されている。オンセル・インジケータ（２０２０）は、アンテ
ナである。アンテナ（２０２０）は、少なくとも１つのアンテナ・トレースを含む。アン
テナは、第１のオンセル・インジケータ端子（２０２３）と第２のオンセル・インジケー
タ端子（２０２４）とを含む。第１のオンセル・インジケータ相互接続（２０５４）は、
第１のオンセル・インジケータ端子（２０２３）と電気的に接続されている。第２のオン
セル・インジケータ相互接続（２０５５）は、第２のオンセル・インジケータ端子（２０
２４）と電気的に接続されている。絶縁体（２０９０）が、アンテナ・トレースと第１の
導電性トレース（２０５１）と第２の導電性トレース（２０５２）との間に配置されてい
る。
【００６１】
　本明細書で用いられる要素「相互接続」とは、ある要素と関連する構造であって、その
要素と別の要素との間の直接的な電気的接続を提供するように構成されている構造を指し
ており、たとえば、オンセル・インジケータ相互接続である。本明細書で用いられる用語
「電気的接触」、「電気的接続」、「電気的結合」、およびそれらのいずれかの置換は、
直接的な、または、隣接した電気的接続だけに限定されるべきではない。すなわち、それ
らの用語は、一方の言及されている要素が別の言及されている要素に直接的に接触するま
たは触れるような接続だけに限定されるべきではない。他方で、用語「直接的な電気的接
続」とそのいずれかの置換とは、２つの言及されている要素の間に、上述の直接的または
隣接した接触を要求しているものとして、解釈されるべきである。たとえば、「要素Ａと
要素Ｂとの間の直接的な電気的接続」という表現は、要素Ａと要素Ｂとの間にいかなる隣
接する要素Ｃも存在しないことを意味する（ただし、ハンダ用の合金、導電性の接着剤、
確実で直接的な電気的接続を実現させるために用いられることができる類似の材料は除外
する）のであるが、他方で、「要素Ａと要素Ｂとの間の電気的接続（または結合）（また
は接触）」という表現は、要素Ａと要素Ｂとの間に１つまたは複数の中間的な導電性の要
素が存在する場合もあるし、または、存在しない場合もあってもよい、ということを意味
するべきである。
【００６２】
　本明細書で開示されている寸法および値は、記載されているそのままの数値に厳密に限
定されるものとは、理解されるべきではない。その代わり、特に指定されない限りは、そ
れぞれのそのような寸法は、記載されている値とその値の周囲の機能的に均等な範囲との
両方を意味することが意図されている。たとえば、「４０ｍｍ」として開示されている寸
法は、「約４０ｍｍ」を意味することが意図されている。
【００６３】
　本明細書に記載されたどの文書も、どの相互参照されたもしくは関係のある特許または
出願と、この出願がその優先権もしくは利益を主張しているどの特許出願または特許とを
含めて、特に明示的に排除されていないまたはそれ以外の限定がなされていない限り、本
明細書に、その全体が参照により組み入れられるものとする。どの文書の引用も、それが
、本明細書において開示されているもしくは特許請求されているいずれかの発明との関係
における先行技術である、または、いずれかのそのような発明を教示、暗示、または開示
している、と認めているのではない。さらに、本文書におけるある用語のいずれかの意味
または定義が、参照によって組み入れられた文書における同じ用語のいずれかの意味また
は定義と対立するという場合には、本文書においてその用語に割り当てられている意味ま
たは定義が優先しなければならない。
【００６４】
　以上では本発明の特定の実施形態について例証し説明されてきたが、本発明の精神およ
び射程から逸脱することなく、様々なそれ以外の変更および修正がなされることが可能で
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あることは、当業者にとって明らかであろう。したがって、添付の特許請求の範囲では、
本発明の射程の範囲に属するすべてのそのような変更および修正に及ぶことが意図されて
いる。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】

【図１８】

【図１９】

【図２０】
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